
、「戸田市歩行者自転車道路網整備計画」に基づき安全

　また、市民が安心して道路を利用できるように、歩行者と自 で快適な歩行空間と自転車通行空間の整備を推進していく。

転車が関連する交通事故減少に向けて、道路空間を有効に活用

する必要がある。

　前谷馬場線第一工区の用地については、先行取得の完了に至った。引き続き第二工区の用

地取得に力を注いでいく。歩行者自転車道路整備については、工事施工が年度を跨いだため

Ｂ
、若干遅れが生じた。なお、自転車が車道を走行する割合は増えており、走行空間整備に伴

い走行ルールへの理解が向上していると考える。

　前谷馬場線については、第一工区の本整備工事を実施していくための予算と第二工区用地

の取得に向けた予算が必要である。

↑ 　また、歩行者や自転車の安全性を向上させるには、自転車通行空間の積極的な整備が必要

なため、人員は現状維持とする。

　都市計画道路前谷馬場線の第一工区については用地取得が完了し、電線共同溝整備の詳細設計を進めるなど、本整備に向け準備を進めて

いる。第二工区については令和元年度に事業認可を取得したことから、より一層の用地取得を進める。

　また、戸田市歩行者自転車道路網整備計画に基づき自転車通行空間の整備を進めるともに、当該計画の改定を行い更なる歩行者自転車ネ

ットワーク化を図り、道路利用者の安全性、快適性を高める。
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05 快適で過ごしやすいまち 都市整備部・道路河川課

03 道路

54 道路網の整備・充実

　道路の拡幅や道路ネットワークの整備を進めていくことで、交通渋滞の緩和を図るとともに、市民が市内をより安全で快

適に移動できるようにします。

歩行者自転車道路整備事業

都市計画道路前谷馬場線整備事業

都市計画道路前谷馬場線の 前谷馬場線の用地取得率
％ 87.1 53.6 59.4 67.7 71.7 72.9

用地取得率
自転車ネットワーク整備率 計画に設定した自転車ネットワーク整

％ 34.8 16.2 16.2 20.5 25.6 25.6
(当初値はH28年度達成見込み値 )

自転車の車道走行の割合 後期基本計画中に整備する路線で自転
％ 35.4 17.7 22.1 25.1 35.5 38

車が車道を走行する割合

　道路網は、主に都市計画道路を中心に整備・充実を図ること 　都市計画道路の用地取得については、地権者に対して事業へ

としているが、事業期間は中長期にわたり、用地取得等を含め のご理解とご協力を得るために粘り強い交渉と計画的な用地買

事業費は多大となる。特に、地権者交渉の状況が事業進捗に大 収を進める。

きく影響を及ぼす。 　また
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